
ニーズ受付票で上がってきたニーズのうち、将来の生活再建にあたり支援が必要であろう世帯に対するアセスメントを実施して、生活支援につなげていくことを目的とします。
フェイスシートの内容については事前に各市町の担当課（福祉課、健康課、地域包括担当課、防災課等）と打ち合わせをしておくことが必要です


ニーズ受付票とフェイスシートと番号を統一します。
地区名も一緒に記載することでファイリングしやすくなります



世帯全体を把握して支援するため、世帯主を記入します。



障害や要介護状態等の状態も付け加えます。基本は住んでいる世帯のみですが、必要があれば付け加えます。




罹災証明があればそれを基にして記入者が確認をします
罹災証明がなければ、世帯主の話を聞きながら記入者の見立てで記入をする。




生活状況については世帯全員分の状況を記載します。
住居は調査日現在いる場所を記載します。変更があればその際に追加記入します。




家族の範囲は一緒に住んでいる家族が基本ですが、ひとり暮らしの場合は一親等以内とします。


不安に感じていることがあればこちらに記載をします


[bookmark: _GoBack]災害ボランティア本部では支援者の入れ替わりが多いことから継続した支援を行うために、対応した内容の記録を行います。
記載欄が無くなった場合には本シートを追加します。


対応した際に関わりのあった機関を記載します。
実際に対応した状況を簡潔にわかりやすく記載します。
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年 月 日


フェイスシート


ニーズNO. 静岡－１ 調査日 ○○ ○ ○○ 記入者 ○○


ふりがな しずおか　たろう


住所 静岡市葵区駿府町1－70


世帯主 静岡　太郎
連絡先 054-254-5224


家族構成
（ジェノ
グラム）


被害状況
□全壊　　☑大規模半壊　　□半壊　　　□一部損壊あり


□床上浸水（　　　　ｃｍ）　 □床下浸水（　　　　ｃｍ）


□その他　（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


罹災
証明


有・無


生活状況


住居 　□自宅　☑避難所　□車中　□親類・知人宅　□その他（　　　　　　　　　　）


食事
　□とれている　　 （具体的に　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）


　☑とれていない　（具体的に　配食に並ぶのが1日1回が限界　　　　　）


睡眠
　□とれている　　 （具体的に　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）


　☑とれていない　（具体的に　床が固くて良く寝ることができない　　　）


お風呂
　□入っている 　　（具体的に 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）


　☑入っていない　（具体的に　足が悪く、避難所のお風呂に入れない　）


移動手段 　□車　　□自転車　□バス・電車　□タクシー　☑徒歩　□その他（　　　　　　）


体調面 　☑不安がある（具体的に　足が痛い　　　　　　　　　　）　□不安はない


金銭面 　☑不安がある（具体的に　無一文で避難してきた　　）　□不安はない


情報を得る
手段


　□テレビ　□ラジオ　□新聞　□インターネット　□同報無線　□回覧板


　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


欲しい情報
　☑避難所　☑食事　☑浴　☑安否情報　□仮設住宅　☑相談


　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


生活上で
不安なこと


　一人暮らしで着の身着のまま出てきたため、お金も着替えるものも薬もない。


　近所の町内会の人とは良くしていたが、避難所にいるかどうかはわからない。


　携帯も持ってなく、息子たちとも連絡が取れない。


　家も全壊してしまい、どうしていくか困っている。


家族・地域
との状況


家族の安否
　□とれている　　 （具体的に　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　）


　☑とれていない　（具体的に　息子たちの安否が不明　　　　　　　　　　）


町内会加入 　☑入っている　□入っていない　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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焼津市在住 津波被害あり


○○災害ボランティア本部
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様


支援経過記録シート


世帯主 静岡　太郎


実施日時 ○○年　　○月　○○日（○）　９：00　～　11：00 記入者 ○○


対応内容


フェイスシートの内容の聞き取りを行う。


避難所内にいる行政の保健師や民生委員を確認し、避難所での生活の支えになってもら


う。食事や入浴などのフォローをお願いする。


安否確認については、避難所本部の方と一緒に話に行き、子どもたちが安否確認の照会


が来た場合には伝えることを確認する。


対応先
□災害ボランティア本部　□地域包括支援センター　□災害対策本部


□生活福祉資金（生活困窮者自立支援相談）　□生活支援相談員


☑その他（　　民生委員・保健師　　）


実施日時 ○○年　　○月　○○日（○）　９：00　～　11：00 記入者 ○○


対応内容


土曜日に長男が避難所に来て、本人と再会することができた。長男世帯は無事であるとの


ことであったが、家は津波で流されたため、本人を連れて帰ることができずに、長男の所の


避難所よりは知り合いの多いこの避難所での生活を希望される。


食事や入浴も民生委員や近所の方の協力もあって取れるようになってきた。


本人より家の片づけについての希望があり、ニーズ票に記載をしてもらう。


当面の生活費の貸付の希望もあり、災害時特例の貸付の申込みを行う。


対応先
☑災害ボランティア本部　□地域包括支援センター　□災害対策本部


☑生活福祉資金（生活困窮者自立支援相談）　□生活支援相談員


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


実施日時 　年　　　　月　　　　日　　　　：　　　～　　　： 記入者


対応内容


対応先
□災害ボランティア本部　□地域包括支援センター　□災害対策本部


□生活福祉資金（生活困窮者自立支援相談）　□生活支援相談員


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


対応内容


対応先
□災害ボランティア本部　□地域包括支援センター　□災害対策本部


□生活福祉資金（生活困窮者自立支援相談）　□生活支援相談員


□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


実施日時 　年　　　　月　　　　日　　　　：　　　～　　　： 記入者


○○災害ボランティア本部






